
広島県立文書館 平成 29 年度第 3回収蔵文書の紹介展 
 

開峡百周年 三段峡
さんだんきょう

の歴史と自然 

                   平成30年1月10日(水)～ 3月17日(土) 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

1 『松落葉集
まつのおちばしゅう

』 佐々木
さ さ き

正封
まさたか

編 明和 5年（1768）編（奥田隆太郎氏収集文書 199806-532） 
 

山県
やまがた

郡加計
か け

村を中心とした太田川上流域の景勝 53 か所の絵に，漢詩や和歌などの賛を付けて紹介したもの。

明和 5 年（1768）に加計村の佐々木
さ さ き

（隅屋
す み や

）正封
まさたか

が編集し，安永元年（1772）に出版された。序文には，こ

の地域の景勝が中国・蜀
しょく

地方の「三峨
さ ん が

」，「三峡
さんきょう

」に似ていると記されており，熊
くま

 南峰
なんぽう

による「三段峡」命

名の典拠となった。本書に収録された「竜口
たつのくち

」，「三段
さんだん

竜頭
りゅうず

」，「猿
さる

飛
とび

」，「呼岩
よびいわ

」の景勝は，当時の文人たちに

知られていたことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大正６年（1917），写真家の熊
くま

 南
なん

峰
ぽう

と小学校教師の斎
さい

藤
とう

露
ろ

翠
すい

が初めて三段峡に入り，峡谷の美しさを

世に広める活動を始めました。三段峡は大正 14 年（1925）には国の名勝に，昭和 28 年（1953）には特

別名勝に指定され，昭和44年（1969）には三段峡を含む西中国山地一帯が国定公園に指定されました。 

三段峡は近年，フランスの旅行専門誌『ブルーガイド』で，宮島や原爆ドームに続いて最高格付けの

三ツ星を獲得するなど，その魅力が再評価されてきています。熊 南峰と斎藤露翠の入峡から百周年に当

たる平成29年（2017）10月，地元の安芸
あ き

太田
お お た

町では記念式典や記念行事が開催され，次の百年を見据
す

え

た保存と活用の取り組みが始まりました。 

本展では，三段峡の開峡百周年を記念して，広島県立文書館が所蔵する三段峡の関係資料を紹介し，

その観光開発と自然保護の歴史を跡付けてみたいと思います。         （担当：荒木 清二） 

序文 
竜口 

三段竜頭 猿飛 呼岩 
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Ⅰ 江戸時代の文献にみる三段峡 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  

                  4 『安芸三段峡』 熊 南峰著 昭和 4年（1929）（竹島浅吉氏 

収集文書 199510-45） 
 

昭和4年（1929）2月に熊 南峰が三段峡とその奥に位置する八幡
や わ た

高

原，及び西隣の奥三段峡の景勝地36か所を紹介した写真集。 

 

  

2 『芸藩通志
げいはんつうし

』（復刻版）（図書 A000-19） 
 

『芸藩通志』は広島藩の代表的な地誌で，文政 

8 年（1825）に全 159 巻が完成した。このうち巻

61 には，山県郡の古蹟名勝として「竜
たつの

口
くち

滝
たき

」，

「三級竜頭滝
さんきゅうりゅうずたき

」，「猿
さる

飛
とび

岩
いわ

」が挙げられ，巻 141

には「竜口滝図」が収録されている。また，巻

149 の芸文には，「竜口」を題材とした漢詩が掲

載されている。 

3 『安芸
あ き

三段峡三十三景』 大島写真館 大正 11 年（1922）（竹

島浅吉氏収集文書 199510-152） 
 

熊
くま

 南峰
なんぽう

（名は勝一
かついち

，1876～1943）は，大正 2年（1913）から大

島写真館（広島市大手町三丁目）の写真技師を務め，山県郡斯
し

民会
みんかい

から委嘱された『山県郡写真帖』を製作するため，大正 6年（1917）

に初めて三段峡に入った。その峡谷美に強い感銘を受けた南峰は，

友人の斎藤
さいとう

露
ろ

翠
すい

とともに，三段峡の名勝指定運動や観光開発推進

に主導的な役割を果たした。本書は，大正 11年（1922）に発行さ

れたもので，南峰が撮影した景勝 33 か所の写真を収録している。 

三段峡案内図 

（資料 4所収） 
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Ⅱ 三段峡の「開峡」と熊
くま

 南峰
なんぽう

・斎藤
さいとう

露
ろ

翠
すい

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 「天
てん

下
か

之
の

奇
き

勝
しょう

 三段峡」（絵葉書）三峡社［昭和12年（1937）頃～19年（1944）］（小都勇二資料 201301-2347） 
 

 この絵葉書は，通信欄の記載様式からみて，昭和 8～19 年（1933～44）のものと推定される。また，包紙

の裏面に印刷された熊
くま

 南峰
なんぽう

作の「三段峡歌
さんだんきょうか

」の歌詞に「大正六年秋半ば 秘密の扉の啓
ひら

かれて 血涙
けつるい

茲
ここ

に二十

年」とあることから，開峡から20年が経過した昭和12年（1937）頃よりも後に作成されたものとみられる。 

 

 

 

 

 

  

柴木
し わ ぎ

川峡谷 上流より見たる長淵
ながぶち

（資料 4 所収） 

包紙（表） 包紙（裏） 

熊 南峰作「三段峡歌」 
二段滝の絵葉書 
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6 明治四十五年小学校教員名簿 二六 山県 学務課 明治 45年（1912）～（広島県行政文書S02-2004-533） 
 

明治 45 年（1912）に広島県が作成した山県郡の小学校教員名簿で，その後人事異動の状況が加筆され，昭

和初期まで使用されている。この名簿の本郷
ほんごう

尋常高等小学校の項に，斎藤軍一
さいとうぐんいち

（号は露
ろ

翠
すい

，1884～1964）と

妻・キシヨの名がみえる。露翠は，大正 6年（1917）3月 31 日付けで本郷尋常高等小学校へ赴任し，横川
よこごう

分

教場（のちの横川小学校，現在の山県郡安芸太田町横川）に勤務。以後昭和 28年（1953）までの 36 年間，

横川地区の児童教育に情熱を注いだ。なお，この名簿で，斎藤夫妻以外の氏名が朱筆で抹消されているのは，

他校へ異動したことを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 「横川
よこごう

小学校沿革史」（複製） 斎藤露翠ほか著 大正6～昭和45年（1917～70）（幸
こう

田
だ

光
みつ

温
はる

氏所蔵文書200502-1） 
 

斎藤露翠が，大正6年（1917）に横川分教場に赴任し昭和28年（1953）に退職するまでの36年間の出来事

と，それ以前の学校の沿革を記したもの。露翠の退職後は，各年度の在職教師が昭和 45年（1970）3月の廃校

時まで書き継いでいる。露翠は，横川赴任直後から三段峡の自然に親しみ，大正7年（1918）に熊 南峰と出会

った後は，協力して三段峡の魅力発信に努めた。大正11年（1922）7月 23 日の項には，広島の芸備日日
にちにち

新聞

の主催で20余名の探勝隊が三段峡に入峡し，露翠がその歓迎役を務めたときの様子が記されている。 
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Ⅲ 三段峡の名勝指定 

8 三段峡の名勝指定運動に関する書類綴 八幡
や わ た

村 大正 9～13年（1920～24） 

［芸北町役場文書（旧八幡村）198911-3226］ 
 

山県郡八幡
や わ た

村（現在の山県郡北広島町）は，戸河内
と ご う ち

村（現在の山県郡安芸 

太田町）と連携して，三段峡を史蹟名勝天然紀念物（記念物）保存法による 

名勝に指定するための運動を進めた。この資料は，その関係書類を綴った八 

幡村の公文書で，指定運動を進めるための「保勝会」の設立趣意書や，大正 

12 年（1923）に内務省の史蹟名勝天然紀念物考査員・国
こく

府
ぶ

犀
さい

東
とう

博士が来峡し 

たときの文書などが含まれている。 

 

9 『史蹟名勝天然紀念物調査報告 第一輯
しゅう

』 広島県 昭和 4年（1929） 

［芸北町役場文書（旧雄
お

鹿
が

原
はら

村）198911-1780］ 
 

大正 14 年（1925）10 月 8 日，三段峡は史蹟名勝天然紀念物保存法による 

名勝に指定された。本書は，広島県内の史蹟・名勝・天然紀念物に関する調 

査報告書で，三段峡については，地質や動植物の状況，それぞれの景勝の特 

徴などが報告されている。なお，三段峡は，昭和 28 年（1953）11 月 14 日に 

は，文化財保護法に基づく特別名勝に指定された。 

 

10 「天
てん

下
か

の絶勝
ぜっしょう

 三段峡絵はがき」 

三段峡協会［大正 14～昭和 7年 

（1925～32）］（長船友則氏収集資 

料 200407-1687） 
  

この絵葉書は，通信欄の記載様式 

からみて，大正 7～昭和 7年（1918 

～32）のものと推定される。さらに， 

発行者の三段峡協会が設立された大 

正 14 年（1925）以後に絞り込むこ 

とができる。 

【写真】三段峡の「五大観」と呼ばれる 

三段滝，二段滝，猿飛，三つ滝，竜門。 

その他の景勝は次頁。 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

  

5 

三段滝 二段滝 

猿飛 三つ滝 竜門 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 柴木
し わ ぎ

川発電関係一件 河川課 昭和 27～29 年（1952

～54）［広島県行政文書（旧長期保存文書）103523］ 
 

三段峡を形成する柴木川には，戦前から電源開発の計

画があったが，昭和 26年（1951）に芸北地域が国土総

合開発法に基づく特定地域に指定され，開発が推進され

ることになった。昭和 27年，中国電力は柴木川に発電

所建設を計画し，文化財保護委員会に名勝三段峡の現状

変更を申請した。当初計画は， 甚
はなはだ

しく現状を破壊する

として却下されたが，計画変更によって翌 28 年 11 月に

許可された。また，ダム建設で水没する樽
たる

床
とこ

地区の住民

との交渉は難航したが，大原県知事の斡旋
あっせん

によって解決

し，第 2発電所が昭和 30年 2 月に，第 1発電所が 32 年

10 月に竣工した。 

仏岩 竜の口 女夫淵 

大淵 黒淵 出合滝 

6 

Ⅳ 戦後の開発 

 



12 陳情書（戸河内町の観光開発推進に関する書類綴） 商工観光課 昭和 31～35 年（1956～60）（広島県行

政文書 S01-91-267） 
 

昭和 35 年（1960）10 月，戸河内町が三段峡や深入山
しんにゅうざん

等の観光開発促進のため，広島県に対して観光道路

の整備を要望した陳情書。昭和 30年 11 月に芸北特定地域総合開発の根幹事業が閣議決定されて以来の，観

光開発推進に関する資料が添付されている。その後，昭和 40年 3月には，国鉄本郷線（可部線）加計－三段

峡間の延伸工事が始まり，観光を支える交通網の整備が進められた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深入山 

三段峡 

横川 

恐羅漢山 

樽床貯水池 

戸河内(本郷) 
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13 三段峡（フォトカード）（和泉富夫氏収集文書 200807-11） 
 

表面に三段峡の解説と探勝案内図を，裏面に個別の名勝の写真を掲載した，縦21.0㎝×横 14.7㎝の大判 

のフォトカード。探勝案内図には，それぞれの名勝と三段峡ホテルの位置が赤字で記されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
二段滝 三段滝 

黒淵 三つ滝 
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Ⅴ 西中国山地国定公園指定 

14 公園区域の指定（西中国山地国定公園指定推進） 観光課 昭和 41～42 年（1966～67）（広島県行政文書

S01-98-530） 
 

昭和41年（1966）3月，広島・島根・山口の3県知事は，三段峡・匹見峡
ひきみきょう

（島根県），寂地山
じゃくちさん

（山口県）を

中心とする西中国山地の国定公園指定について，厚生大臣に申し出を行った。この文書は，その後3県が協力

し，国に対して早期の指定を陳情したときの関係書類である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 西中国山地国定公園（指定記念式） 観光課 昭和 44 年（1969） 

（広島県行政文書 S01-2001-1017） 
 

 昭和 44年（1969）1月 20日，三段峡をはじめとする西中国山地一帯が 

国定公園に指定された。この文書は，同年6月 8日に戸河内
と ご う ち

中学校体育館 

で開催された指定記念式に関する資料を綴ったもので，式次第や斎藤
さいとう

昇
のぼる

 

厚生大臣の祝辞，檜
ひ

山
やま

袖
そで

四郎
し ろ う

広島県議会議長の挨拶文，足立
あ だ ち

正
ただし

自然公園 

審議会会長等からの祝電のほか，当日の配布資料が添付されている。配布 

資料には，三段峡など，国定公園内の観光地の案内書やリーフレットな 

どが含まれている。 
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【写真】資料 15 所収の案内書・リーフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 西中国山地国定公園の絵葉書（三段峡周辺の観光地）（和泉富夫氏収集文書 200807-84-1・85-4） 
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17 国鉄可部線（加計―三段峡間） 開通初日の三段

峡駅 昭和 44年（1969）7 月 27 日（長船友則氏収

集資料 200407-610） 
 

加計―三段峡間は，建設時には，戸河内町の中心

地名をとって「本郷線」と呼ばれていた。三段峡へ

の年間入込観光客数は，昭和 43年（1968）の 285,500

人から，開通 2年後の昭和 46年（1971）には 361,000

人に増加した。 

【写真】上左：恐
おそ

羅漢
ら か ん

スキー場 

     上右：聖湖
ひじりこ

（樽
たる

床
とこ

貯水池） 

      左：深入山
しんにゅうざん

 



18 ＪＲ可部線（可部―三段峡間）最終日・三段峡 

にて（団体専用列車）平成 15年（2003）11 月 30 日 

（長船友則氏収集資料 200407-612） 
 

 可部―三段峡間の廃線により，三段峡の観光は大き 

な打撃を受けた。 

 

19 本郷線（可部線）加計－三段峡間開通当時の切符 

  昭和 44年（1969）7月 27日（小都勇二資料201301 

-58） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 『三段峡鳥獣保護区特別保護地区及び苅
かり

尾
お

鳥獣保護区特別 

保護地区 鳥類生息調査報告書』 広島県 平成元年（1989） 

（行政資料 4560-2009-395） 
 

 西中国山地国定公園内の三段峡及び苅尾鳥獣保護区特別保護地 

区とその周辺区域について，希少な鳥類の生息実態を明らかにし， 

その保護管理のための資料を得ることを目的として，広島県が日 

本鳥類保護連盟広島県支部に委託して実施した調査の報告書。 
 

 

21-1 三段峡の観光パンフレット（1）（左から，山田廸孝文書 200013-109・665，村上弌資料 200011-2815 

・2732） 
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21-2 三段峡の観光パンフレット（2）（左から，行政資料Ｘ33-21・15・14・26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 「三段峡沿革史略年表」 竹島浅吉
たけしまあさきち

著・広島電鉄観光課発行 昭和 35 年（1960）（後藤陽一資料 200901- 

箱 4-14） 
 

昭和 35 年（1960）当時，広島電鉄の観光部長を務め，広島県文化財協会役員としても活躍していた竹島浅

吉（1908～2003）が，三段峡の沿革史をまとめた略年表。三段峡の歴史を知るための基礎資料として貴重で

ある。（※『戸河内町史』資料編（下）594～597 頁に翻刻） 

■ 主要参考文献 

・『戸河内町史』資料編（下）戸河内町 平成 5 年（1993）10 月 31 日発行 

・『戸河内町史』通史編（下）戸河内町 平成 13 年（2001） 3 月 30 日発行 

・『峡友 三段峡開発秘話』 千田武志原作・今道英治作画 戸河内町教育委員会 平成 9年（1997）10 月発行 
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